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『面接と調査票のための質問構成法―—社会調査の理論と実践 』

William Foddy, Constructing Questions for Interviews and Questionnaires: Theory and Practice 
in Social Research、Cambridge:Cambridge University Press, 1993, xii+228 pp. 

本内の著者は， メルボルンのモナーシュ大学人類

学・社会学部の「．級講師てあるぐこれまての著内に
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(1988)等かある r・

本書において著者は，社会調育て用いる質問の “va

lidity"（妥当性）をいかにして絲めるのかという課題

に取り組んている。適切てうまく解釈することがてき、

また比較可能なデータを集めるための調青能力を閥め

るにはどうしたらよい(/)か， という点が本甚の主題て

ある＾，現代の社会調杏においては “verbal"(n頭の）

テータの活用か甫視されているが， TIl行されている研

究成果は面接テクニックやデータ分析を扱ったものか

大半を占めている。それに対して本書は，面接と調究

票のための質問の構成方法に焦点をあてたものてある，

著者は ..verbal" データの質を高めるには「質問——·阿

答行動」の本質を理解することが最善の策てあるとい

ぅ灯：場から方法論を展間している，•

「t1問ーInl答行動」を屯視する立場とは， ます人間

のコミュニケーションは “reflexive"（反射型）なもの

であると捉えることが前捉となる。つまり人間はお互

いの ‘\•erbal" 行為を解釈するとき，他者の見解を考

慮するものてある c 具体的には団答者の答えは，調在

者が1.n]を知りた t>のか，またその答えから何をしたい

かを推測したうえでなされている。それゆえ，「回答

者はつねに調行者の行動解釈をなしている存在である

と1nl時に，つねに調行者に対する自分の行動に影響を

及ぽしている存在てある J と捉える必要かあることを

小；唆している。つまり， luJ答者は調代者の要望に反応

するだけの受動的な存在なのではなくて，与えられた

質問に意味を見いだそうと努力する能動的な存在とみ

なされるのであるっ

本内は， 13舷からなる。目次をホすと以ドのように

なる（，

第 1章問題の所在

第 2章理論的枠組

76 

第 3章 事柄（トピックス）の明確化

第 4京 情報を得るための知的収集法

第 5章 回答者か質問を解読する際の，文脈lこの影

響を考える

第 6章 回答構造を明らかにすること

第 7章記憶の限界

第 8章 フィルター

第 9章 回答者の怖れを減らすには

第1(）章 質問， 2つのタイプを検討する

第11章 態度の計測について

第12y. 阿答をチェックする

第13章 結 び の コ メ ン ト

導人部の第 1章に続く第 2章以下，第12章まで各章

毎に概要を紹介していく。

第 2章では，調脊者が暗黙のうちに前提としている

，点を10項日にわたって列挙し，次章からの検討材料と

している。 10項目をドにホす。

(11 淵脊者は必要な情報に関する事柄を明確に定義

している（回答者は同じように解釈する）。

(2) 回答者は調在者が必要とする情報をもっている

（質問は回答者にとって的を得ている）。

(31 回答者は調杏者が望むように情報を』葉にする

能力をもっている。

(4) 同答者は調在者が意図したように質問を理解で

きる。

(5) '"|答者は調在者に対して必要な伯報を与える意

思をもっている（そのようにモティベートできる）。

((i) 「なぜ調在者はそのような質問をするのか」に

ついて語られなかったとしても，回答者は有効な

回答をする。

(7) 調杏者が回答者にヒントを与えなくとも，回答

者は有効な回答をする。

18) [i.i]答者の答えは，そのときの被調脊環境・状況

に左れされない。

(！）） ri|lilに対するどのような[U]答過程がとられても，

『アジア経済』 XXXV-3(1994.3) 
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「質問ー解答行動」に関する象徴的交互作用論者のモ い場合，回答は正確に解釈されないし，比較も適正な

デル ものにならない。著者はこうした問題への対処につい
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（出所）本書 22ページ。

回答者の信条，意見，習慣は変わらない。

(10) ひとつの質問に対する多くの回答者の答えは，

りいに意味のある比較が可能である。

本古で著者が展開するモテルでは，「質問一回答行

動ーを複雑な 4段階コミュニケーション・サイクルと

して扱う（図参照）。その前提とは「有効なコミュニ

ケーション・サイクルが起こるためには，質問は調査

者が意図したように，同答者によって解訛されなけれ

はならない。次に，回答は回答者か意図したように，

調査者によって解読されなければならない」というも

のであるし“9

第3章から第 6章までは，このモデルに従ってそう

した前提がもつ問題点について再検討されている。第

3章は第 2章て列挙された前提のなかで最初の 3つが

検討対象となる。質問 同答サイクルがうまく機能す

るためには，調査者と I"]答者双方が事柄（トピック）

についての理解を共有していなければならない。また，

すべての事柄は多次元的なので回答者は事柄をいろい

ろな方法で定義する。調在者がこの点に気づいていな

て言及している。

第 4章て検討を加えているのは次の点である。前章

で指摘されたように，調査者は自分が欲しい情報を明

確にしているわけてはないし，回答者もまたその情報

について理解しているわけではない。調在者が望むよ

うに質問を理解してもらうためには，各単語や属性に

ついて回答者に同じ意味で使ってもらう必要があるが，

それは大層複雑な問題である。このような，質問を構

成する際に直面する問題を扱うのが本章である。回答

者にとって理解することが容易な質問とはどのような

ものかが具体的に示される。

第 5章では，第 2章て列挙した10の前提のうち後半

0) 4つの問題について再検討している。回答者は質問

の意味を理解することに困難を党えるとき，あらゆる

手掛かりを使って理解し回答しようとする。その手掛

かりとする方策の具体例が示される。しかし，回答者

はそれぞれに俣なった手掛かりを使って理解しようと

するので，阿答はバラバラになる。そのような問題に

いかにして対処するかが議論される。

第 6章においては，質問に対する回答のフレームワ

クを調究者は明確にしておくべきであるという点に

,i及している。同じ質問でも回答者によってさまさま

な回答かよせられる。こうした多様な回答に対して調

在者は，たとえばリンゴとミカンを比較するといった

ように異なるものを比較してしまうという失敗を犯し

かちてある。本章ではこの際の解決策を探っている。

これまでの敬ては，回答者か必要な情報を実際にも

っているのかどうかという点から回答者の属性を検討

してきた。第 7章ては，回答者の記憶構造そのものを

検証する。調脊者は回答者のもつ情報がその記憶のな

かにしまわれていた時間を考慮する必要があるが，こ

の点と並んで，記憶を正確に呼び戻してもらうための

手順・方法が紹介されている。

第8章は，フィルターの問題を扱っている。フィル

ターとは，［,i]答名か質問の怠味を理解し，答えやすい

ようにする誘導的な質問のことてある。 ‘'non-substan-

tive"（非実物的）な回答選択肢が与えられていないと

き（例として，「知りません」や「意見をもっていま
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せん」），回答者の 10~20~言は， “substantive" （実物

的）な形態で同答する傾向がふつうみられる。つまり

回答者は強要されれば適当に答えてしまう性質をもつ。

こうした事実を背景に．本章ではどのようなフィルタ

ーが使われるべきか．また全体のなかでのフィルター

の位置つけ等が検討される。

第9章ふ質問を受ける際に回答者が抱ぐ怖れにつ

いて検討を加えている C，ここでは特定の回答者に現わ

れる特有の「質問の怖れ」，回答者を怖れさせる質問

の特徴，調杏者と回答者のあいだに存在する関係の性

｛門に関連した怖れ，被調査環境・状況の問題等から，

怖れを減少させる方策を探っている。

第10章は賣 ‘‘openedquestion"（構造化されない質

問形式）と “closedquestion"（構造化された質問形

式）のあいだの論争を扱っている。 2つの異なる質問

形式の積極的側面，否定的側面を評価しているが， と

りわけ前者に対するコーディングの問題，後者に対す

る選択肢作成の問題について詳しく検討を加えている。

近年では， ‘‘openedquestion"で詳しく事前調杏した

後に， “closedquestion"による屑的調査を実施する
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ことで、回答はより回答者の世界を反映した適切なも

0)となるといったコンセンサスが生まれているが，こ

の点に関しても掘り下げた吟味がなされている。

第11章は，回答者の態度の計測尺度を扱っている。

態度の計測にあたっては “summatedrating scale" 

（積算格つけ尺度）がもっとも多く使われるが，それ

がもつ欠陥を示すだけでなく解決策も提示される。こ

0)尺度に対しての代替案として “magnitudescale" 

嘩的尺度）が用いられるが，本書てはその問題点に

も占及している。

第12章は，質問が意図したように機能したかどうか

をテストする方法を扱っている。以下の 3方法のうち

少なくとも 2方法を使うよう勧告している。 1つ目は

回答者自身の言葉で回答者に再唱してもらうこと， 2 

つ目はダプルインタビュー法， 3つ目は大きな声をだ

して回答してもらうこと。

コンピュータを使った統計分析手法がますます容易

になり，調査者もついそちらに関心を傾けがちな昨今，

信頼性の高いデータ集めの方法について検討を加えた

本書は，きわめて価値の高い一冊である 3

（斉藤千宏：龍谷大学講師）


